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と位置づけられてきた。本書でも１節を設けて取り上げられているが、学校教育の役割、家庭、地
域社会との教育のあり方、分担等、特に家庭教育の重要性と再構築について記述があると良かった
のではないかと考える。 
 
４ むすび 
 
 いわゆる専門家が書いたものは理想論や机上の理論に終始する事が多いが、現職教員の経験、学
校管理職としての経験等現場サイドに立った内容が多く、外部の専門家の事例でも直接学校で実践
したものが取り上げられるなど現場で教える教師、学校経営に当たる管理職に役立つ内容となって
いる。 
 私達は目の前に居る児童生徒の成長と向き合い、日々教職の役割を考えながら生活をしている。
しかし、現在は、生徒だけではなくその背後にある保護者、そして地域社会にまで目配りをし、説
明責任を果たすために授業の準備や、一人一人の生徒と接する時間を惜しんで各種の広報や記録を
作成しなければならない。 
 「教育は人なり」といわれるように教職に就く一人一人がその重要性を自覚し、高い使命観と倫
理観、正しい知識、多くの教養を身に付けるために本書が活用される事を願う。  
 
（昭和堂刊、2009年8月10日発行、B5版、258頁、ISBN-978-4-8122-0941-7、本体価格2400円） 
 
